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　僕はN1を目標として勉強しています。
そしてもっと日本語をうまくなりたいで
す。

　私は日本語を覚えて日本の人と仲良くなりた
いと思います。

ヒノ　カロリナ　（ブラジル）

http://www.ne.jp/asahi/olive/kusatsu/
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中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語

発
車
し
ま
す
。
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

T

バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
「

は
っ
し
ゃ
し
ま
す
。
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ

い
。
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
、
と
っ
さ
に
身
構
え
た
。
座
っ
て

い
た
の
で
、
座
席
の
前
の
手
す
り
を
つ
か
む
程
度
で
慌
て
ず
に
す
ん
だ
が
、

「

つ
り
革
、
手
す
り
な
ど
に
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。
」
と
で
も
言
っ
て
ほ

し
か
っ
た
。
あ
る
い
は
「

バ
ス
が
発
車
し
ま
す
・
・
・
」
で
も
よ
か
ろ
う
。

ま
さ
か
「

近
く
の
人
に
つ
か
ま
る
」
っ
て
こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、
こ
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
で
は
、
そ
う
い
う
行
為
に
至
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
「

発
射
し
ま

す
」
と
思
っ
て
し
ま
う
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
。

こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
語
は
状
況
依
存
型
言
語

で
あ
る
た
め
、
多
く
を
語
ら
な
く
て
も
、
状
況
や
経
験
か
ら
何
を
意
味
し
て
い

る
の
か
共
通
認
識
と
し
て
容
易
に
理
解
で
き
る
。

J

R

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
、
「

本
日
も
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
「

本
日
も

J

R

西
日
本
を
・
・
・
」

で
あ
る
こ
と
は
だ
れ
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
車
内
販
売
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
買
い
求
め
の
上
・
・
・
」、
何
の
車
内
販
売
？

「

中
川
で
す
。
お
願
い
し
ま
す
。
」
も
「

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
し

て
ほ
し
い
が
、
言
わ
ざ
る
部
分
は
、
文
脈
か
ら
推
測
で
き
る
。

集
団
に
属
す
る
人
に
は
す
ん
な
り
聞
き
流
せ
て
も
、
集
団
に
属
さ
ぬ
人
や

慣
れ
ぬ
人
に
は
、
駅
や
施
設
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
貴
重
な
情
報
源
と
な
る
の

で
、
聞
き
耳
を
立
て
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
が
増
え
て

く
る
と
、
こ
れ
で
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
体
を
な
さ
な
い
。

実
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
慣
れ
た
人
は
、
何
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
耳
を
傾
け
て
お

ら
ず
、
右
か
ら
左
へ
と
聞
き
流
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
筆
者
の
よ
う
に
、

め
っ
た
に
バ
ス
に
乗
ら
な
い
者
は
、
状
況
判
断
能
力
に
欠
け
る
た
め
、
お
か
し

な
バ
ス
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
身
構
え
て
し
ま
う
が
、
周
り
の
客
た
ち
は
、
慌
て
た

素
振
り
は
見
せ
て
い
な
か
っ
た
。
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
聞
く
力
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
危
惧
さ
れ
る
災
害
時
に
備
え
て
、
必
要
な
情
報
を

ど
う
伝
え
る
か
、
そ
し
て
ど
う
聞
く
か
、
普
段
か
ら
の
訓
練
が
大
切
だ
と
感
じ

た
。

京
都
外
国
語
大
学

日
本
語
学
科
教
授

中
川
良
雄
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現在、近江八幡市の図書館では、ウクライナの子供たち

の絵を展示しています。

20年前にウクライナを訪れた日本の方が、当時訪問した

学校の生徒さんとの交流で描いてもらったとの事。

会期 ５月２４日まで

場所 近江八幡市立図書館

Shiga＆Ukraine

２０年前の子供たちといえば、今は大人。

絵を描いた方々は今はどうされているの

でしょう？

誰も 大人になって戦争に巻き込まれる

とは思ってもみなかったでしょう。

この絵を描いた方々が無事であるように。

会場にはウクライナへの応援メッセージや平和を祈

る言葉が寄せられておりました。

絵は全部で２８枚。

とても幼い感じのものから左のような馬の絵まで。

多くの関連絵本もありました。

お時間のある方はぜひ足をお運びください。

普段なら微笑ましい気持ちで眺められるのですが。

ウクライナ国外に避難された人たちが少しでも心安く

過ごせるようにサポートしていけるといいですね。
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次は映画。

アカデミー賞を採った”ドライブ・マイ・

カー”。

個人的に村上春樹氏の本はしっくりこ

ないので、読みません。 この映画も原

作を知らずに観てます。

で、ほっほ～と思ったのが、主人公が

主催する演劇の表現方法でした。

ネタばれになるので、詳しくは書けませ

んが、 ”こんな表現方法の演劇は一度

観たいかも！”と思った。

”言葉の壁”を無視した？ような観たこ

とない表現方法。

ほんとに多文化な世界にみえました。

原作も読んでみたいかも。

”インドで私も考えた”という漫画があります。

ご存じでしょうか？

日本人の漫画家がインド旅行で体験した事が漫画化

されてます。

対してこの本は インド人のジャーナリストが日本で体

験した事が書かれております。

なんといっても視点が海外の人ならではで楽しい。

国が違えば見方も違うのでしょう。私個人はインドの人

から観た日本に興味を持ちました。

Oliveにもインドの生徒さんが勉強してるし、一緒に読

んでみたい本です。 ｂｙ ナカミゾ

Oliveにご参加の皆様。

恐らくどなた様も異文化に興味がおありの方が多いと思

います。

さて、今回はそんな異文化関連で気になった本と映画の

話をさせてください。

タイフェスのお知らせ

2022/6/5

大阪 難波ハッチ

１０時～２０時

少しずつイベントなんかもございます。

規模は小さいけど、開催がうれしい。

https://www.thaifestivals.info/2022/thai-festival-osaka-2022/
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今月の予定（5月）

日本語教室 日本語教室
4/2(M)　4/9(M)　4/16　4/23 5/7  5/14  5/21  5/28
4/9 KIFA総会出席（恩地、豊村） 5/15      OLIVE総会
4/23　会計監査（内田幸、杉山美、小春）

4/2 4/9 4/16 4/23 〈退　会〉 無し

生徒 11 21 16 22 〈入　会〉 無し

先生 20 22 19 21 〈休　会〉 無し

会員の動き

先月の活動　（4月）

参加人数（4月）

編集後記

５月になりました。

今年は行動制限のないGWが過ごせ、今更ながらに

どこでも行ける自由っていいなぁ、と感じているこの

頃です。

海外旅行はもう少し様子見をするとしても国内な

らいいかな～と、気を付けながら出かけてます。

さて、先日は数十年ぶりに京都は岡崎の動物園に

参りました。 わたくしが知っていたのはリニューアル

前の動物園だったので、その変わりっぷりを大いに

楽しんでいましたが、一番度肝を抜かれたのがこのト

イレ案内板！

なんと！トンパ文字ではないか！

一体、誰のセンスだろう？？？

感動のあまり、写メを撮りました。

なんて素敵！

こうした異文化のかほりににまにまできて、ほっと

息が抜ける環境を地球規模で維持していきたいもん

です。。。

（ナカミゾ）

ウクライナから彦根に避難されたご家族がキッ

チンカーでウクライナのお菓子を販売されます。

”キャンプファイヤー”で資金を集めておいでです。
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